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市
で
は
、
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人
の
通
院
・
入
院
な
ど
の
医
療
費

の
う
ち
、保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負

担
相
当
分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
1
日
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

の
対
象
者
に
加
え
て
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
を
持
っ
て

い
る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
所
得
や

障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
助
成
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人


市
内
に
住
所
を
有
す
る
人


大
崎
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
住
所
地
特
例
の
適
用
を

受
け
て
い
る
人


保
護
者
が
市
内
に
住
所
を
有

し
、
そ
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て

い
る
人

※
生
活
保
護
受
給
者
は
助
成
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度

　

次
の
い
ず
れ
か
の
障
が
い
の
程

度
に
該
当
す
る
人


特
別
児
童
扶
養
手
当
等
支
給
に

関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第
3

に
定
め
る
1
級


療
育
手
帳
A
（
知
的
障
害
者
福

祉
法
の
職
親
に
委
託
さ
れ
て
い

る
場
合
は
B
）


身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
お

よ
び
内
部
障
害
3
級
（
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・

小
腸
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
・
肝
臓
の
機
能

障
害
を
有
す
る
人
）


精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
（
10
月
1
日
以
降
対
象
）

■
助
成
費
用
の
範
囲

　

助
成
は
、
保
険
診
療
の
対
象
と

な
る
次
の
自
己
負
担
額
で
す
。

▼

入
院
、
外
来
、
歯
科
、
調
剤
（
薬

剤
負
担
金
）

▼

療
養
費
（
整
骨
院
、
コ
ル
セ
ッ

ト
代
な
ど
）

▼

訪
問
看
護
療
養
費

※
高
額
療
養
費
や
健
康
保
険
組
合

か
ら
の
付
加
給
付
は
差
し
引
い

た
金
額
で
す
。

■
助
成
の
受
け
取
り

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
申
請
手
続
き

を
行
い
、
助
成
申
請
書
を
医
療
機

 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　



2
1
6
7

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す関

に
提
出
す
る
と
、
3
～
5
カ
月

後
に
指
定
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。
申
請
期
限
は
、
医
療
費
の
支
払

い
が
終
了
し
た
日
か
ら
2
年
以
内

で
す
。

■
申
込
方
法

　

必
要
物
を
そ
ろ
え
て
、
社
会
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
地
域
福
祉
担

当
に
申
し
込
み

持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書

の
い
ず
れ
か
、
健
康
保
険
証
、
本
人

（
20
歳
未
満
は
保
護
者
）
の
預
金
通

帳
、
本
人
と
世
帯
員
全
員
の
個
人

番
号
が
分
か
る
も
の

※
代
理
人
の
申
請
は
、
代
理
権
が

確
認
で
き
る
書
類
と
代
理
人
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他

　

県
外
で
診
療
を
受
け
た
場
合

は
、
診
療
内
容
が
分
か
る
領
収
書

を
助
成
申
請
書
に
添
付
す
る
か
、

診
療
を
受
け
た
病
院
で
助
成
申
請

書
に
証
明
を
受
け
、
社
会
福
祉
課

か
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で

す
。
下
水
道
は
、
汚
水
の
排
除
、
浸

水
の
防
除
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な

ど
の
生
活
の
改
善
だ
け
で
な
く
、

公
共
用
水
域
（
河
川
、
湖
沼
な
ど
）

の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
に
も
重

要
な
施
設
で
す
。

　

市
内
で
は
、
下
水
道
管
が
詰
ま

り
緊
急
洗
浄
を
行
う
事
例
が
年
に

十
数
回
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
下
水
道
を
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

▼

野
菜
く
ず
、
食
用
油
、
髪
の
毛
、

ビ
ニ
ー
ル
類
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な

い
紙
類
、
紙
タ
オ
ル
、
布
類
な
ど

▼

薬
品
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
の
油
脂
・
燃
料
類

 

下
水
道
課
管
理
係　



5
8
4
2

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

来
年
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

は
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
９

月
13
日
以
降
に
送
付
す
る
通
知
書

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
地
域
の
実
施
日
に
受
診
で

き
な
い
場
合
は
、
ほ
か
の
会
場

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容

　

内
科
、
歯
科
、
耳
鼻
科
、
眼
科
の

各
診
察
な
ど

■
対
象

　

平
成
25
年
4
月
2
日
～
平
成
26

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
児
童

■
持
参
す
る
も
の

　

就
学
時
健
康
診
断
票
・
母
子
健

康
手
帳

 

学
校
教
育
課
学
校
総
務
担
当　



5
0
3
3

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

対象地域
（就学予定校）

実施日 会場

古川第一・西古川・
東大崎

10月29日 古川総合体育館

古川第二・富永・高
倉・志田

10月18日 古川総合体育館

古川第三・敷玉 10月25日 古川総合体育館

古川第四・長岡・宮
沢・清滝

10月31日 古川総合体育館

古川第五 10月01日 古川総合体育館

松山・下伊場野 11月 8日
松山保健福祉センター（さ
んさん館）

三本木 11月 5日 三本木公民館（館山ホール）

鹿島台 11月 7日
鹿島台瑞・華・翠交流施設

（鎌田記念ホール）

岩出山 11月15日
岩出山公民館（スコーレハ
ウス）

鳴子・川渡・鬼首 10月15日
鳴子保健・医療・福祉総合
センター

田尻・沼部・大貫 11月12日 田尻総合体育館

　

市
に
は
、
重
篤
な
患
者
に
対
し

高
度
な
処
置
を
行
う
、
大
崎
市
民

病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
救
急
車
で

来
院
し
た
人
や
、
早
急
な
処
置
が

必
要
な
人
を
優
先
に
診
療
し
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、「
明
日
は
仕
事
だ
か

ら
」「
日
中
は
用
事
が
あ
る
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
緊
急

 

健
康
推
進
課
保
健
・
地
域
医
療
担
当　



5
3
1
1

救
急
医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う

性
が
な
い
患
者
が
訪
れ
る
と
、
一

刻
を
争
う
重
篤
な
患
者
へ
の
対
応

が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
症
の
人
は
、
か
か
り
つ
け
医

や
休
日
当
番
医
、大
崎
市
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

急
な
病
気
や
け
が
の
と
き

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
夜
間
は
、

大
崎
市
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
が
、休

日
の
昼
間
と
夜
間
は
、大
崎
市
医
師

 

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　



2
1
6
7

大
崎
市
民
病
院
で
重
症
心
身
障
が
い
児
・
障
が

い
者
の
医
療
型
短
期
入
所
を
開
始
し
ま
す

　

医
療
型
短
期
入
所
は
、
重
症
心

身
障
が
い
児
・
障
が
い
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
人
が
疾
病
な
ど

で
介
護
で
き
な
い
と
き
に
、
重
症

心
身
障
が
い
児
・
障
が
い
者
が
一

定
の
期
間
、
医
療
施
設
を
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

10
月
1
日
か
ら
は
、
大
崎
市
民

病
院
の
本
院
で
15
歳
未
満
の
重
症

心
身
障
が
い
児
を
、
鹿
島
台
分
院

で
15
歳
以
上
の
重
症
心
身
障
が
い

児
・
障
が
い
者
の
受
け
入
れ
を
開

始
し
ま
す
（
各
院
1
日
1
人
）
。

　

短
期
入
所
を
現
在
利
用
し
て
い

る
人
で
、大
崎
市
民
病
院
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、計
画
相
談
を
担

当
し
て
い
る
相
談
支
援
事
業
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
に
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
証
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

大
崎
市
や
県
北
地
域
に
居
住
す

る
重
症
心
身
障
が
い
児
・
障
が
い
者

■
利
用
者
負
担

　

食
事
代
な
ど
を
除
く
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
1
割

※
月
額
負
担
上
限
額
は
、
所
得
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
利
用
方
法


大
崎
市
民
病
院
の
本
院
ま
た
は

鹿
島
台
分
院
で
事
前
診
察
（
要

予
約
）


大
崎
市
民
病
院
の
本
院
ま
た
は

鹿
島
台
分
院
で
利
用
可
否
の
判

定
後
、
利
用
者
と
契
約
締
結


大
崎
市
民
病
院
の
本
院
ま
た
は

鹿
島
台
分
院
へ
予
約
・
利
用

※
医
療
型
短
期
入
所
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
、
相
談
支
援
事
業

所
か
社
会
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

会
と
加
美
郡
医
師
会
の
休
日
当
番

医
が
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
や
休
日
の
急
な
病

気
や
け
が
に
よ
り
、
救
急
車
を
呼

ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き
や
、応
急
処
置

の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
に
相
談

で
き
る
電
話
窓
口
は
、広
報
お
お
さ

き
の
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
医
療
資
源
の
有
効
活

用
の
た
め
、
適
正
受
診
に
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
雨
ど
い
な
ど
は
汚
水
管
に
絶
対

　

に
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
定
期
的
な
清
掃

　

接
続
ま
す
な
ど
は
定
期
的
に
点

検
し
、
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飲
食
店
や
油
を
大
量
に

使
用
す
る
事
業
所
は
、
グ
リ
ー
ス

ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の
油
分
分
離
装
置

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

て
、
定
期
的
な
掃
除
が
必
要
で
す
。

問い合わせ先

障害福祉サービスに関すること

▲

社会福祉課障がい福祉係 23-2167

15歳未満の短期入所の利用・予約

▲

大崎市民病院地域医療連携室

　23-3311

15歳以上の短期入所の利用・予約

▲

大崎市民病院鹿島台分院 56-2611

 


